
第１･第３金曜日発行　2025(令和７)年２月７日号　No.2074

ちょうどいいから 住みやすい！〜市民と広げるまちへの誇りと愛着〜

除排雪のお問い合わせは
コールセンターへ
☎018(888)9400
(午前８時〜午後８時)

８

６

４ 秋田市スポーツ賞
市･県民税の申告日程
市役所からのお知らせ

２ 市長コラム

10 育児／情報チャンネルa

令和６年12月の１人１日当たりの家庭系ごみ
排出量(資源化物･水銀含有ごみを除く)＝ 507

令和７年度
(2025)
までの
減量目標
480グラム

みんなで
ごみ減量
環境都市推進課
☎(888)5706 ▶令和６年４月〜12月の排出量累計から算出

あ
そ
び
に
来
て
ね
♥

｢あきた まちのえき｣
あつまる、つくる、あったまる

秋田アルス地下１階に期間限定オープン！
２月16日(日)までの11:00〜19:00
＊２月12日(水)はお休み。
問▶NPO法人アーツセンターあきた
☎(888)8137 あきた まちのえき 検索

市長も
お買い物♪



◆市長の動向などは、市ホームページでお伝えしています。https://www.city.akita.lg.jp

２

秋田市長 ● 穂積 志(もとむ)

市長コラム

　

新
た
な
年
を
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う

に
お
迎
え
で
し
た
か
。
私
は
大
み
そ
か

の
夜
か
ら
元
旦
に
か
け
て
、
千
秋
公
園

の
時と

き

か

ね鐘･

千
秋
の
鐘
で
除
夜
の
鐘
を
撞つ

き
ま
し
た
。
比
較
的
穏
や
か
だ
っ
た
と

は
い
え
秋
田
の
冬
の
深
夜
で
す
。
風
が

強
く
底
冷
え
す
る
な
か
、
令
和
７
年
が

災
害
の
な
い
年
と
な
る
よ
う
、
厳
粛
な

気
持
ち
で
市
民
の
安
寧
を
祈
り
な
が
ら

撞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

鐘し
ょ
う

楼ろ
う

の
老
朽
化
に
よ
り
一
般
参
加
を

取
り
や
め
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
改
築

工
事
が
完
了
し
３
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ

た
も
の
で
す
。
鐘
の
前
に
は
120
人
ほ
ど

が
並
ん
で
い
て
、
私
は
本
市
在
住
の
著

名
な
金
属
工
芸
作
家
の
林 

美
光
さ
ん

(

87
歳)

に
次
い
で
２
番
目
、
私
の
次
が

後
輩
に
あ
た
る
秋
田
南
高
校
１
年
の
女

子
生
徒
２
人
で
し
た
。
幼
い
お
子
さ
ん

を
連
れ
た
若
い
夫
婦
が
多
か
っ
た
の
も

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
鐘
を
前
に
林
さ

ん
と
話
を
す
る
中
で
驚
く
よ
う
な
事
実

に
接
し
ま
し
た
。

　

千
秋
の
鐘
に
つ
い
て
簡
単
に
ひ
も
と
く

と
、
歴
史
は
古
く
寛
永
16(

１
６
３
９)

年
に
秋
田
藩
二
代
藩
主･

佐
竹
義
隆
が

設
置
し
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
後
鐘
楼

の
火
災
に
よ
る
焼
失
な
ど
の
困
難
も
、

そ
の
都
度
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
先
の
大
戦
中
の
武
器
製
造
の
た

め
、
鐘
は
金
属
類
回
収
令
に
よ
る
供
出

と
い
う
歴
史
の
荒
波
を
ま
と
も
に
受
け

一
時
は
そ
の
姿
を
消
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
昭
和
23(

１
９
４
８)

年
、
そ
こ

で
復
活
さ
せ
た
の
が
当
時
林
金
属
工
作

所
を
経
営
し
て
い
た
林
兄
弟
で
、
そ
の

三
男
に
当
た
る
勇
三
郎
さ
ん
の
長
男
が

林 

美
光
さ
ん
で
す
。

　

こ
の
物
語
に
は
続
き
が
あ
っ
て
、
戦

後
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
普
及
に
よ
り
時

刻
を
報
ず
る
役
目
が
次
第
に
薄
れ
て
い

く
と
い
う
社
会
的
な
環
境
の
変
化
に

加
え
、
鐘
楼
も
老
朽
化
が
進
み
、
昭

和
43(

１
９
６
８)

年
、
ま
た
し
て
も
鐘

は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に

真
っ
先
に
再
建
運
動
に
動
い
た
の
が
、

目
の
前
に
い
た
林 

美
光
さ
ん
な
の
で

す
。
昭
和
46
年
に
は
再
建
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
２
年
間
で
約
１
万
人
か

ら
浄
財
300
万
円
を
集
め
、
再
建
資
金
と

し
て
そ
っ
く
り
秋
田
市
に
寄
付
し
て
い

ま
す
。

　

考
え
て
み
る
と
400
年
近
く
に
わ
た
り

秋
田
市
民
に
荘
厳
な
響
き
で
時
刻
と
時

代
の
流
れ
を
伝
え
て
き
た
千
秋
の
鐘

も
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
今
あ

る
の
で
す
。
秋
田
市
政
に
も
困
難
や
荒

波
も
押
し
寄
せ
ま
す
が
、
私
は
新
た
な

年
の
幕
開
け
に
、
そ
の
鐘
の
響
き
の
中

に
身
を
置
き
な
が
ら
、
明
確
な
意
思
と

行
動
が
あ
れ
ば
必
ず
や
乗
り
越
え
ら
れ

る
と
い
う
勇
気
と
元
気
を
も
ら
っ
た
気

持
ち
で
す
。

　

そ
う
い
え
ば
新
春
早
々
、
宝
島
社
の

｢

田
舎
暮
ら
し
の
本｣

＂
住
み
た
い
田
舎

ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
〟で
、
本
市
が
人

口
20
万
人
以
上
の
都
市
に
お
い
て
、
若

者
世
代
・
単
身
者
部
門
の
１
位
に
３
年

連
続
で
選
ば
れ
た
と
い
う
吉
報
が
飛
び

込
ん
で
き
ま
し
た
。
毎
年
結
果
に
一
喜

一
憂
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

継
続
に
は
そ
れ
な
り
の
価
値
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ま

に
と
っ
て
今
年
一
年
も
ま
た
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

 

令
和
７
年
の
幕
開
け
～
千
秋
の
鐘
の
物
語

＊
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い

て
は
、
５
㌻
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
安
寧
を
祈
り
な
が
ら
撞
き
ま
し
た　
　



　広報あきた　2025年２月７日号３

市民の座に展示されました

縁起物の宝船を
いただきました♪

…
１
月
７
日
の
感
謝
状
贈
呈
式
。
㈱
エ
レ
ッ
ク
ス
極
東

の
三
宅
正
貢
代
表
取
締
役
社
長(

中
央)

、
三
浦
綾
花
秋
田

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
所
長(

右)

、
穂
積
市
長(

左)

　

長
年
に
わ
た
る
市
の
社
会
福
祉
推
進
へ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
次
の
５
人
の
み
な
さ
ん
が
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
、
１
月
15
日
、
市

役
所
で
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。福

祉
総
務
課
☎(

８
８
８)

５
６
５
７

 【
社
会
福
祉
功
労
】

民
生
委
員･

児
童
委
員
功
労
者

▼
淡
路
ひ
ろ
子
さ
ん　

▼
榎 

惠
美
子
さ
ん　

社
会
福
祉
事
業
従
事
功
労
者

▼
鈴
木
康
宏
さ
ん(
秋
田
育
明
会
柳
田
新
生
寮)

▼
佐
藤
猛
広
さ
ん(
秋
田
育
明
会
柳
田
新
生
寮)

▼
齋
藤
み
ど
り
さ
ん(
松
寿
会
松
峰
園)

社
会
福
祉
へ
の
貢
献
に

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

…
１
月
14
日
の
感
謝
状
贈
呈
式
。
㈲
オ
イ
カ
ワ
の
笈
川
孝

経
代
表
取
締
役(

中
央)

、
寺
村
美
香
東
京
支
店
長(

右)

、

穂
積
市
長(

左)

　

有
限
会
社
オ
イ
カ
ワ
か
ら
、
多
様
な
つ
な
が
り

を
築
き
秋
田
市
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く

る
事
業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
エ
レ
ッ
ク
ス
極
東
か
ら
、
若
い
世
代

の
結
婚･

出
産･

子
育
て
の
希
望
を
叶
え
る
事
業
、

持
続
可
能
な
魅
力
あ
る
地
域
を
つ
く
り
、
安
全
安

心
な
く
ら
し
を
守
る
事
業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

企業版ふるさと納税をしていただきました

企業版ふるさと納税…企業のみなさんが、地方公共団体の行う地方創生の取
り組みに寄付を行った場合に、税制上の優遇措置が受けられる仕組みのこと

人口減少･移住定住対策課☎(888)5487

　卸売市場の仲卸業者である株式会
社松紀が、初競りで競り落とした野
菜や果物をのせた縁起物の宝船を、
同社のご厚意により、市に寄付して
いただきました。
　宝船の食材は、公立保育所でおい
しくいただきました。ありがとうご
ざいました。

子ども育成課☎(888)5692

市

政

ス

ク

ッ

ピ

ト

｢農家のパーティ｣ネットワーク
通販サイト

問い合わせ▶運営事務局ノース
コマース㈱内☎(853)7833

インターネットで検索！
https://akita-zukushi.jp/

２月14日(金)正午まで
大感謝祭開催中！

全品送料無料
全品１割引

さらにポイント１割還元

あきたづくし



４

普
及
振
興
賞

■

以
下
敬
称
略　
■

か
っ
こ
内
は
所
属
団
体

普
及
活
動
賞

栄
光
賞

選
手
の
育
成
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振

興
な
ど
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た

体
育･

ス
ポ
ー
ツ
の
育
成
指
導
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
全
国
高
校
総
体
な

ど
の
全
国
大
会
で
３
位
以
上
の
成
績
を
収

め
ま
し
た

■

競
技
団
体
推
薦

小
松 

守(
秋
田
市
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ

協
会
副
会
長)
、
佐
々
木
祐
子(

秋
田
市
武

術
太
極
拳
連
盟
理
事)
、
鎌
田
み
よ
子(

秋

田
市
８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
事
業
部

長)

、
安
部
恵
子(

秋
田
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

市外局番＝☎018 ４

秋田市スポーツ賞

功
労
賞

■
競
技
団
体
推
薦

加賀谷広志さん 山本健一さん藤原正三さん
秋田市バウンドテニス協会

副会長
秋田市柔道連盟

副会長
秋田市バレーボール協会

会長

長
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
に
深
い
理
解

と
熱
意
を
持
ち
、
そ
の
普
及･

振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た

■

競
技
団
体
推
薦

高
橋
郁
雄(

秋
田
市
グ

ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ

協
会
顧
問)

、
吉
田
谷

昭
仁(

秋
田
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
副
会
長)

、

佐
藤
孝
志(

秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
副
本

部
長)

■

地
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会
推
薦

縄
田
屋
レ
イ(

旭
川
地
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会

副
会
長)

、
稲
垣
和
春(

戸
島
地
区
ス
ポ
ー

ツ
協
会
会
長)

、
石
山
祐
敬(

新
屋
地
区
ス

ポ
ー
ツ
協
会
理
事
長)

、
阿
部 

康(

保
戸
野

地
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会
副
会
長)

■

新
体
操
▼

五
十
嵐
明
峰(

山
王
中)

■

レ
ス
リ
ン
グ
▼

山
鹿
辰
士･

加
成
真
之
介

(

以
上
秋
田
商
業
高)

■

水
泳
▼

髙
橋 

凛(

秋
田
北
高)

、

三
浦
幸
太
郎･

伊
藤 

碧(

以
上
秋

田
高
専)

■

柔
道
▼

千
葉 

忍･

草
薙
未
来･

和
泉
彩
夏(

以
上
秋
田
高
専)

、
秋
田
高
専

柔
道
部

■

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
▼

安
部
慶
輝(

秋
田
緑
ヶ
丘

病
院)

、
秋
田
市
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ
ン
サ
ー
ズ

■

野
球
▼

桜
中
軟
式
野
球
部

■

登
山
▼

秋
田
高
登
山
隊
Ａ
隊

■

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
▼

秋
田
高
専
男
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
秋
田
県
成
年
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

令和６年度

問い合わせ▶一般財団法人秋田市スポーツ協会☎(896)5331

★ ★ ★

　市の体育･スポーツの健全な発展に寄与された次のみなさん
へ、令和６年度秋田市スポーツ賞をお贈りしました。おめでと
うございます。

スポーツ振興への
貢献を称

た た

えて

協
会
事
務
局
長)

■

地
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会
推
薦

佐
々
木
弘
榮(

河
辺
小
学
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会

会
長)

、
佐
々
木
定
夫(

大
住
学
区
ス
ポ
ー

ツ
協
会
常
任
理
事)

、
近
藤
秀
博(

旭
川
地

区
ス
ポ
ー
ツ
協
会
会
長)

、
佐
藤 

嘉(

仁
井

田
地
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会
副
会
長･

理
事
長)

＊学校名は略称を記載しています。



◆
表
彰
式
は
、
２
月
７
日
(金)
午
後
４
時
か

ら
、
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
開
催

し
ま
す
。

■

水
泳
▼

小
野
京
太･

工
藤
柚
葵(

以
上
広
面

小)

、
今
野 

耀(

土
崎
小)

■

武
術
太
極
拳
▼

鳩
岡
史
野･

鳩
岡
紀
乃(

以

上
桜
小)

■

新
体
操
▼

ゴ
リ
シ
ェ
バ
皇
理
院(

八
橋

小)

、
佐
藤
菜
子(

御
所
野
小)

■

レ
ス
リ
ン
グ
▼

大
嶋
恭
弥(

広
面
小)

奨
励
賞

小
学
生
が
全
国
大
会
で
３
位
以
上
、
小･

中
学
生
が
東
北
大
会
で
１
位
の
成
績
を
収

め
ま
し
た

■

水
泳
▼

保
坂
幸
平(
秋
田
南
高
中
等
部)

、

堀
内 

晴(

明
徳
館
高)

■

レ
ス
リ
ン
グ
▼

佐
々
木
佑
真

(

秋
田
商
業
高)

■

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
▼

湯
田
夏
音
色

(

秋
田
商
業
高)

■

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
▼

今
野
怜
恩(
栗
田

支
援
学
校)

優
秀
賞

栄
光
賞
以
外
の
全
国
大
会
で
、
３
位
以
上

の
成
績
を
収
め
ま
し
た

■

陸
上
競
技
▼

塚
田
健
太(

大
住
小)

、
高

橋
愛
紗(

泉
中)

、
東
海
林
隆
辰(

秋
田
南

中)

、
石
垣
珠
麗(

外
旭
川
中)

、
秋
田
南
中

男
子
陸
上
競
技
部

■

水
泳
▼

長
谷
川
煌
真(

飯
島
中)

、
酒
井
陽

太(

桜
中)

、
菅
沼
花
帆(

秋
大
附
中)

■

柔
道
▼

髙
橋
隼
馬(

御
野
場
中)

、
織
山
菜

恵(

勝
平
中)

、
勝
平
中
女
子
柔
道
部

■

剣
道
▼

御
野
場
中
男
子
剣
道
部

■

陸
上
競
技
▼

村
上
恵
理
子(

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア

大)■

卓
球
▼

猿
田
浩
希･

宇
佐
美
直
美(

混
合
ダ

ブ
ル
ス)

■

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
▼

鈴
木
清
隆

■

ボ
ッ
チ
ャ
▼

石
山
久
美
子･

藤
井
信
昭(

以

上
秋
田
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー)

■

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
▼

秋
田
県
代
表
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

　移住定住の推進に積極的
な自治体を対象に、移住支
援策、医療、子育て、自然
環境、就労支援、移住者数
などを調査し、その回答を
基に各地の魅力を数値化
し、ランキング形式で紹介
する月刊誌｢田舎暮らしの
本｣２月号＂住みたい田舎ベ

ストランキング＂において、秋田市が３年連続｢若
者世代･単身者部門｣で１位を獲得しました！
　ランキングの結果は次のとおりです。

2025年版
第13回｢住みたい田舎ベストランキング｣
月刊誌｢田舎暮らしの本｣２月号(宝島社)

問い合わせ▶人口減少･移住定住対策課☎(888)5487

詳しくは、市ホームページからもご覧になれます。
　広報ID番号 1036613

５　広報あきた　2025年２月７日号

①夢に挑戦する創造力豊かな若者を応援し
ている

②ITや再生可能エネルギー関連の誘致企業
が増加している

③若者や子育て世代向けの支援制度が充実
している

評
価
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト

★若者世代･単身者部門…１位

★子育て世代部門…２位

★シニア世代部門…３位

★総合部門…３位

(人口20万人以上のまち33自治体のうち)
★全国ランキング

★
若者世代･単身者部門
３年連続１位！

宝
島
社｢

田
舎
暮
ら
し
の
本｣

２
月
号



６

＊
会
場
に
専
用
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
税
務

署
に
申
告
書
作
成
会
場
は
設
置
し
ま
せ
ん
。

▼

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

　

…
２
月
17
日
(月)
か
ら
３
月
17
日
(月)
ま
で

▼

贈
与
税
…
３
月
17
日
(月)
ま
で

▼

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税(

個
人
事
業
者)

　

…
３
月
31
日
(月)
ま
で

◆
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す

　

整
理
券
は
当
日
会
場
で
配
布
し
ま
す(

整
理

券
の
配
布
状
況
に
応
じ
て
、
後
日
の
来
場
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す)

が
、
国
税
庁
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

か
ら
事
前
発
行
が
で
き
ま
す
。
登
録
は
右
下
の
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
か
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
画
面
で｢

国
税
庁｣

と
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

２
月
17
日
(月)
か
ら
３
月
17
日
(月)
ま
で
の
平
日

と
３
月
２
日
(日)
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

市外局番＝☎018

◆
確
定
申
告
会
場
で
は
原
則
、

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
申
告
と
な
り
ま
す

①
令
和
６
年
中
に
次
の
所
得
が
あ
っ
た
か
た

　

自
営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
に
よ
る
所
得
、
地
代
や
家
賃
な
ど
の
不

動
産
に
よ
る
所
得
、
非
上
場
株
式
の
配
当
所
得
、
生
命･

損
害
保
険
の

満
期･

解
約
な
ど
に
よ
る
一
時
所
得
、
個
人
年
金･

原
稿
料･

講
演
料
な

ど
の
雑
所
得
、
土
地･

建
物
な
ど
の
譲
渡
所
得
な
ど

②
公
的
年
金
の
受
給
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

・
確
定
申
告
は
し
な
い
が
、
市･

県
民
税
の
所
得
控
除
を
受
け
る

・
公
的
年
金
以
外
に
20
万
円
以
下
の
所
得
が
あ
っ
た

③
サ
ラ
リ
ー
マ
ン(

パ
ー
ト･

ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む)

で
、

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

・
令
和
６
年
中
に
退
職
し
た
後
、
再
就
職
し
て
い
な
い

・
年
末
調
整
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た(

付
け
忘
れ
た)

所
得
控
除
を
受
け
る

・
給
与
以
外
に
20
万
円
以
下
の
所
得
が
あ
っ
た

④
令
和
６
年
中
に
所
得
は
な
い
が
、

　

所
得
や
税
額
に
関
す
る
証
明
書
が
必
要
な
か
た

(

証
明
書
は
、
市
が
実
施
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
際
に
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す)

市･

県
民
税
の
申
告
の
対
象
と
な
る
か
た

秋
田
県
労
働
会
館｢

フ
ォ
ー
ラ
ム
ア
キ
タ｣

(

中
通
六
丁
目･

市
民
市
場
近
く)

申告書作成会場と
開設日時

申告期間

　

令
和
７
年
度
分
の
市･

県
民
税
の
申

告
を
７
ペ
ー
ジ
の
日
程
で
受
け
付
け

ま
す
。
昨
年
の
受
付
期
間
中
に
申
告

し
た
か
た
で
、
今
年
も
申
告
が
必
要

と
思
わ
れ
る
か
た
へ
、
２
月
５
日
(水)
に

｢

令
和
７
年
度
分
市
民
税･

県
民
税
申

告
書｣

を
お
送
り
し
ま
す
。
同
封
の｢

申

告
の
手
引
き｣

を
よ
く
ご
覧
の
上
、
正

し
く
記
入
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
の
必
要
が
な
い
か
た
は
申
告

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書

類
を
添
付
の
上
、 

同
封
の
返
信
用
封

筒
で
、
３
月
17
日
(月)
ま
で
に
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

　

市･

県
民
税
の
申
告
内
容
は
、
国
民

健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
の
算
定
基

礎
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
は
忘

れ
ず
に
期
間
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

市
民
税
課
個
人
市
民
税
担
当

☎(

８
８
８)

５
４
７
６

市
民
税
県
民
税
の
申
告

令
和
７
年
度

(

令
和
６
年
１
月
〜
12
月
の
所
得
に
か
か
る
も
の)

申
告
期
間
は
２
月
17
日
(月)
か
ら
３
月
17
日
(月)
ま
で

国税庁LINE

申
告
書

＊
書
類
が
足
り
な
い
と
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

令和６年分 確定申告

期
間
中
の
申
告
に

ご
協
力
を
！

　

令
和
７
年
１
月
１
日
現
在
、
秋
田
市
に
住
ん
で
い
て
、
次
の
①
〜
④

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
。
な
お
、
税
務
署
へ
確
定
申
告
を
さ
れ

る
か
た
は
、
市･

県
民
税
の
申
告
は
不
要
で
す
。

◆
必
要
書
類
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
忘
れ
な
く

　

カ
ー
ド
発
行
時
に
設
定
し
た
、
利
用
者
証
明
書
用
パ
ス

ワ
ー
ド
と
署
名
用
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
カ
ー
ド
を

お
持
ち
で
な
い
か
た
は
、
通
知
カ
ー
ド
な
ど
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
わ
か
る
書
類
と
運
転
免
許
証
な
ど
身
元
確
認
書
類

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。



７　広報あきた　2025年２月７日号

◆
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

確
定
申
告
に
関
す
る
情
報
は
、
下
の
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の｢

確

定
申
告
特
集
ペ
ー
ジ｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ス
マ
ホ

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
自
宅
か
ら
24
時

間
申
告
が
で
き
る
ｅイ-

Ｔタ

ッ

ク

ス

ａ
Ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
確
定
申
告
の
ご
相
談
は
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
へ

　

☎
０
５
７
０-

０
０-

５
９
０
１(

全
国
料
金
一
律)

　

音
声
案
内
に
従
い
、
確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談｢

０｣
(

確
定
申
告
時
期
の
み
の
設
定)

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

国税庁

①
申
告
書(

押
印
不
要)

②
給
与･

年
金
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
支
払
者
の
証
明
書

③
本
人
確
認
で
き
る
も
の(

次
の
1
〜
3
の
い
ず
れ
か)

1
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

2
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド(

記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
、

個
人
番
号
を
確
認
す
る
書
類
に
は
な
り
ま
せ
ん)

と
身
元
確
認
書
類

(

運
転
免
許
証
、
運
転
経
歴
証
明
書
、
旅
券
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
年

金
手
帳
、
児
童
扶
養
手
当
証
な
ど)

3
住
民
票
の
写
し(

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
あ
り)

と
身
元
確
認
書
類

④
扶
養
親
族
が
い
る
か
た

　

そ
の
か
た
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の
の
控
え

⑤
事
業
者(
農
業
を
含
む)

や
不
動
産
所
得
者
な
ど

　

帳
簿
類
、
領
収
書
、
収
支
内
訳
書(

事
前
に
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い)

⑥
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
国

民
年
金
保
険
料
、
そ
の
他
社
会
保
険
料
の
支
払
額
が
わ
か
る
も
の(

令

和
６
年
中
に
支
払
い
を
し
た
支
払
証
明
書
、
領
収
書
な
ど)

⑦
生
命
保
険
料･

地
震
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
か
た

　

生
命
保
険
料･

地
震
保
険
料(
旧
長
期
損
害
保
険
料)

の
控
除
証
明
書

⑧
医
療
費
控
除
を
受
け
る
か
た

　

医
療
費
明
細
書
と
保
険
金
な
ど
で
補
填て

ん

さ
れ
た
金
額
が
わ
か
る
も
の

(

医
療
費
明
細
書
は
事
前
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
医
療
費
の
領
収
書

だ
け
で
は
、
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
医
療
費
通
知
な
ど

で
、
明
細
書
の
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
は
可
能
で
す)

　
⑨
障
害
者
控
除
を
受
け
る
か
た

　

障
害
者
手
帳
ま
た
は
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

⑩
寄
付
金
税
額
控
除
を
受
け
る
か
た

　

寄
付
先
が
発
行
す
る
領
収
書
や
受
領
証
明
書
な
ど

＊
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
か
た
は
、
配
偶
者
の
収

入
が
わ
か
る
源
泉
徴
収
票
な
ど
も
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

＊
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
乗
り

合
わ
せ
や
公
共
交
通
機
関
の
利
用
な
ど

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場
で

は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊SC=サービスセンターの略

▼
市･

県
民
税
の
控
除
を
受
け
る
か
た　

　

確
定
申
告
書
の
所
定
の
欄(

寄
附
金
税
額
控
除
、
配
当
割

額
控
除
、
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
控
除)

へ
の
記
載
を
お

忘
れ
な
く

▼
給
与
所
得
の
あ
る
か
た　

　

給
与
以
外
の
所
得
に
か
か
る
市･

県
民
税
の
納
付
方
法
を

選
択
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
書
の
所
定
の
欄
で
、｢

特
別

徴
収｣(

給
与
か
ら
の
差
引
き)｣

か｢

自
分
で
納
付｣

を
選

ん
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
記
入
が
な
い
場
合
は
、
原

則｢

特
別
徴
収｣

で
す

▼
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た
か
た　

　

市･

県
民
税
の
申
告
や
確
定
申
告
を
す
る
か
た
、
６
以
上

の
自
治
体
へ
寄
付
を
さ
れ
た
か
た
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
寄

付
金(

税
額)

控
除
も
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い

確
定
申
告
書
の

記
入
漏
れ
に
ご
注
意
を
！

＊
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制(

医
療
費
控
除
の
特
例)

を
受
け
る
か
た
は
、

同
税
制
の
明
細
書
と
一
定
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書

類
が
必
要
で
す
。
医
療
費
な
ど
の
合
計
は
事
前
に
計
算
し
て
く
だ
さ
い
。

市･

県
民
税
の
申
告
に
ご
用
意
い
た
だ
く
も
の

中
央
地
域
…
２
月
17
日
(月)
か

ら
３
月
17
日
(月)
ま
で
の
平
日
、

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

会
場
▼

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

東
部
地
域
…
２
月
27
日
(木)

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

会
場
▼

東
部
市
民
Ｓ
Ｃ

西
部
地
域
…
３
月
11
日
(火)

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

会
場
▼

西
部
市
民
Ｓ
Ｃ

南
部
地
域
…
３
月
５
日
(水)

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

会
場
▼

南
部
市
民
Ｓ
Ｃ

北
部
地
域
…
２
月
19
日
(水)･

20

日
(木)
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

３
時
30
分

会
場
▼

北
部
市
民
Ｓ
Ｃ

河
辺
地
域
…
３
月
６
日
(木)

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

会
場
▼

河
辺
総
合
福
祉
交
流
セ

ン
タ
ー

雄
和
地
域
…
２
月
28
日
(金)

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

会
場
▼

雄
和
市
民
Ｓ
Ｃ

市･

県
民
税
の

申
告
日
程
と
会
場



◆
２
月
11
日
(火)｢

建
国
記
念
の
日｣

は
、

家
庭
ご
み
と
資
源
化
物
を
平
常
ど
お

り
収
集
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

環
境
都
市
推
進
課

☎(

８
８
８)

５
７
０
９

◆
今
月
納
期
の
市
税

▼

固
定
資
産
税
第
４
期

▼

国
民
健
康
保
険
税
第
８
期

　

…
納
期
限
２
月
28
日
(金)

●
問
い
合
わ
せ　

　

納
税
課
☎(

８
８
８)

５
４
８
３

　

国
保
年
金
課
☎(

８
８
８)

５
６
３
４

　

４
月
６
日
(日)
は
、
秋
田
県
知
事
選
挙

と
秋
田
市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
身

体
な
ど
に
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
か
た

は
、
あ
ら
か
じ
め
届
け
出
る
こ
と
に
よ

り
、
郵
送
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す(

代
理
記
載
制
度
も
あ
り
ま
す)

。

◆
郵
送
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

次
の
①
〜
③
に
該
当
す
る
か
た
は
、

郵
送
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
事
前
に｢

郵

便
等
投
票
証
明
書｣

の
交
付
が
必
要
で
す

の
で
、
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
す
で
に
お
持
ち
の
か
た
に
は
、
選

挙
の
都
度
、
投
票
用
紙
の
請
求
書
を
お

送
り
し
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た

 【
障
が
い
の
部
位
と
該
当
す
る
等
級
】

両
下
肢･

体
幹･

移
動
機
能
の
障
が
い

▼

１
級･

２
級

心
臓･

腎
臓･

呼
吸
器･

ぼ
う
こ
う･

直
腸･

小
腸
の
障
が
い
▼

１
級･

３
級

肝
臓･

免
疫
の
障
が
い
▼

１
〜
３
級

＊
こ
れ
ら
一
定
の
障
が
い
に
該
当
し
な
い

か
た
で
も
、
福
祉
事
務
所
長
の
証
明
書

に
よ
り
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た

 【
障
が
い
の
部
位
と
該
当
す
る
等
級
】

両
下
肢･

体
幹
の
障
が
い
▼

特
別
項
症
、

第
一
項
症
、
第
二
項
症

心
臓･

腎
臓･

呼
吸
器･

ぼ
う
こ
う･

直
腸･

小
腸･

肝
臓
の
障
が
い
▼

特
別
項
症
、
第

一
〜
第
三
項
症

③
要
介
護
５
の
か
た

 【
代
理
記
載
制
度
】

　

郵
送
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る

か
た
で
、
上
肢
も
し
く
は
視
覚
に
障
が

い
の
あ
る
か
た(
身
体
障
害
者
手
帳
の
障

が
い
の
程
度
が
１
級
、
戦
傷
病
者
手
帳

の
障
が
い
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第

二
項
症)

は
、
事
前
の
届
出
に
よ
り
、
代

理
人
が
投
票
用
紙
に
記
載
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

秋
田
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎(

８
８
８)

５
７
８
６

　

令
和
７
年
度
の｢

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア｣

(

高
校
生
以
上
の
か
た)

と
そ
の
受
け
入
れ

農
家
を
募
集
し
ま
す
。
植
え
付
け
や
収

穫
な
ど
の
農
作
業
で
、
心
身
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

募
集
人
数
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
70
人
程

度
、
受
け
入
れ
農
家
20
戸
程
度
。
受
け
入

れ
農
家
の
希
望
日･

時
間･

作
業
内
容
に

対
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
マ
ッ
チ
ン
グ

し
、
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
を
創

出
し
ま
す
。

申
し
込
み
▼

２
月
24
日
(月)
ま
で
農
山
村
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
さ
と
ぴ
あ

☎(

８
９
３)

３
４
１
２

事
業
説
明
会
▼

３
月
８
日
(土)
午
前
10
時
〜

正
午
、
中
央
市
民
Ｓ
Ｃ
洋
室
４(

市
役
所

３
階)

で

＊
事
業
説
明
会
当
日
、
都
合
が
悪
い
場

合
は
個
別
に
対
応
し
ま
す
。

　

一
般
不
妊
治
療(

人
工
授
精
な
ど)

、
特

定
不
妊
治
療(

体
外
受
精
、
顕
微
授
精)

を

受
け
た
ご
夫
婦
に
対
し
、
治
療
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
助
成
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
５
９
０
８

 【
一
般
不
妊
治
療
】

申
請
期
限
▼

３
月
31
日
(月)(

必
着)

　

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
治
療
を
開

始
し
、
治
療
が
終
了
し
て
い
る
か
、
自
己

負
担
額
が
上
限
額(
５
万
円)

を
超
え
て
い

る
か
た
。
申
請
は
年
度
内
に
１
回
限
り
。

＊
治
療
終
了
日
が
１
月
１
日
か
ら
３
月

31
日
ま
で
の
か
た
で
、
期
限
ま
で
に
申

請
で
き
な
い
や
む
を
得
な
い
事
情
が

あ
る
場
合
は
、
３
月
28
日
(金)
ま
で
に
子

ど
も
健
康
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 【
特
定
不
妊
治
療
】

申
請
期
限
▼

治
療
終
了
日
か
ら
９
か
月
以

内(

申
請
は
１
回
の
治
療
が
終
了
す
る
ご

と
に
行
っ
て
く
だ
さ
い)

＊
申
請
す
る
治
療
費
の
自
己
負
担
分
に

つ
い
て
、
健
康
保
険
か
ら
の
高
額
療

養
費･

給
付
金
の
有
無
を
確
認
し
、
そ

の
支
給
金
額
決
定
後
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

子
ど
も
健
康
課
☎(

８
８
３)

１
１
７
２

　

令
和
７
年
度
に
、
市
民
が
自
主
的
に
実

施
す
る
、
学
術･

芸
術
に
関
す
る
公
演･

講

演
会
や
、
広
く
市
民
が
活
用
で
き
る
秋
田

市
に
関
す
る
研
究
成
果
の
刊
行
な
ど
の

文
化
事
業
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。
個
人

･

団
体
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

申
し
込
み
は
２
月
21
日
(金)
ま
で
。
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。◆

広
報
ID
番
号 

１
０
０
２
４
１
６

●
問
い
合
わ
せ　

　

文
化
振
興
課
☎(

８
８
８)

５
６
０
７

＊�

予
算
の
成
立
状
況
に
よ
り
、
内
容
な
ど

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

８
文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します 市外局番＝☎018

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

市役所からのお知らせ

援え
ん
の
う農

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

受
け
入
れ
農
家
を
募
集
！

４
月
６
日

（日）
は
県
知
事
選
挙

と
市
長
選
挙
の
投
票
日

学
術･

芸
術
に
関
す
る

文
化
事
業
に
助
成
し
ま
す

不
妊
治
療
費
の

助
成
申
請
は
お
早
め
に

みんなで
投票さ行こう！



９　広報あきた　2025年２月７日号

　

外
国
人
の
か
た
に
日
本
語
を
教
え
る

講
師
を
10
人
程
募
集
し
ま
す
。
教
室

は
、
４
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
毎
週

火
曜(

38
回
の
予
定)

の
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
、
に
ぎ
わ
い
交
流
館
で
実
施
し
ま

す
。
謝
礼
は
１
回
３
千
500
円
。

応
募
資
格
▼

69
歳
以
下(

今
年
４
月
１
日

時
点)

で
、
次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
を

満
た
し
、
市
や
他
の
講
師
と
協
調
し
て

教
室
運
営
に
協
力
で
き
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

報
告･

連
絡
な
ど
が
可
能
な
か
た

①
大
学
ま
た
は
大
学
院
で
日
本
語
教
育
を

専
攻
し
修
了
し
た
か
た(

専
攻
中
も
可)

②
日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
合
格
者

③
法
務
省
が
示
し
た
日
本
語
教
育
機
関

の
告
示
基
準
解
釈
指
針
に
お
け
る｢

学

士
の
学
位
を
有
し
、
か
つ
、
日
本
語

教
育
に
関
す
る
研
修
で
あ
っ
て
適
当

と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
420
単
位
時
間

以
上
受
講
し
、
こ
れ
を
修
了
し
た
か

た｣

と
認
め
ら
れ
る
か
た

④
150
時
間
以
上
の
日
本
語
指
導
経
験
ま

た
は
そ
れ
に
相
当
す
る
教
授
歴
が
あ

る
か
た

＊�

①
〜
④
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
か
た

が
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
場
合
、

国
際
交
流
基
金
と
日
本
国
際
教
育
支

援
協
会
が
主
催
す
る
日
本
語
能
力
試

験
で
Ｎ
１(

１
級)

を
有
す
る
こ
と
が
要

件
で
す
。

申
し
込
み
▼

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
と
応
募

資
格･

生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
書
類

(

写
し)

な
ど
を
、
２
月
17
日
(月)
午
後
５
時

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
方
法
や
、
募
集
要
項
な
ど
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。◆

広
報
ID
番
号 

１
０
４
４
９
６
０

●
問
い
合
わ
せ　

企
画
調
整
課
国
際･

都

市
間
交
流
担
当
☎(

８
８
８)

５
４
６
４

令和７年１月１日現在〈令和２年国勢調査の結果を反映した数値〉

１年前の人口▶299,230人295,598人(-330)…男▶139,723人(-165)　女▶155,875人(-165)

12月分…出生▶106人  死亡▶372人  転入▶400人  転出▶464人 世帯数▶138,716(-163)

秋田市
の人口

＊( )内は前月比です。

日
本
語
教
室
の

講
師
を
募
集
し
ま
す

降
雪
シ
ー
ズ
ン
も

ま
も
な
く
終
盤
。

で
も
、
ま
だ
ま
だ

油
断
は
禁
物
！

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
財
政
規
模
が
縮
小
す
る
中
で
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
除
排
雪
を
持

続
可
能
に
す
る
に
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
何
よ
り

も
大
切
で
す
。

　

除
雪
車
通
過
後
、
玄
関
前
に
残
っ

た
雪
は
各
家
庭
で
寄
せ
て
い
た
だ

き
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
雪
で
困
っ
て

い
る
か
た
が
い
た
ら
み
な
さ
ん
で
助

け
合
い
ま
し
ょ
う
。

除
排
雪
の
問
い
合
わ
せ

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎(

８
８
８)

９
４
０
０

午
前
８
時
〜
午
後
８
時

今
冬
の
除
雪　

10
㎝
以
上
の
積
雪
が

あ
っ
た
場
合
、
幹
線
道
路
か
ら
一
般
生

活
道
路
ま
で
市
内
す
べ
て
の
除
雪
対
象

路
線
を
除
雪
し
ま
す

今
冬
の
排
雪　

一
部
の
狭
い
道
路
な

ど
を
除
き
、
除
雪
と
排
雪
は
別
々
に

行
い
、
排
雪
は
後
日
基
準
に
従
っ
て

行
い
ま
す

＊
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
は
、
要
望
し
て

も
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市公式LINE

　新たにダリアの栽培を検討しているかた、
技術向上をめざすかたを対象に専門研修を実
施します。受講無料ですが傷害保険料などは
自己負担です。
　研修内容など、詳しくは市ホームページを
ご覧ください(広報ID番号 1041710)。

ダリア専門研修生募集
令和７年度

次のすべてを満たすかた
①市内の農業者などで、新たにダリアの

栽培に取り組もうとするかた、または
ダリア栽培の技術向上をめざすかた

②研修修了後に、ＪＡ秋田なまはげ花き
部会に加入し、市場出荷をめざすかた

③心身ともに健康で、研修期間の受講が
可能なかた

対象

期間 今年５月から令和８年１月まで

会場 園芸振興センター(仁井田)など

定員▶３人程度　選考方法▶書類審査
申し込み▶園芸振興センターにある申込書(市
ホームページからもダウンロード可)で、２月
28日(金)(必着)まで

除
排
雪
の
情
報
は
、
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
！(

友
だ
ち

登
録
を
お
願
い
し
ま
す)

問い合わせ▶園芸振興センター☎(838)0278



10

育
児 

コ
ー
ナ
ー
！

市外局番＝☎018
＊スペースの都合などにより、｢育児コーナー｣に掲載依頼があったすべてを

掲載できない場合があります。ご了承ください。

月になる月の末日まで／２歳＝２歳
児歯科健診とあわせて実施します
問▶子ども健康課☎(883)1174

◆４･７･10か月児健診
対象▶４･７･10か月になった日か
ら、それぞれ満５か月･満８か月･満
11か月になる前日までのお子さん
会場▶母子健康手帳別冊に記
載した協力医療機関。詳しく
は右記コードを読み込んで
問▶子ども健康課☎(883)1174
◆１歳６か月･３歳児健診
２月末までに通知を郵送します。指定
日以外希望の場合はご連絡く
ださい。詳しくは右記コード
を読み込んで。
受付時間▶12:45〜13:30
会場▶市保健センター(八橋)
問▶子ども健康課☎(883)1174
★１歳６か月児健診の対象と健診日

▶令和５年８月生まれのお子さん
８月 １〜12日生まれ＝３月５日(水)

８月13〜21日生まれ＝３月６日(木)
８月22〜25日生まれ＝３月７日(金)
８月26〜31日生まれ＝３月12日(水)
★３歳児健診の対象と健診日

▶令和３年９月生まれのお子さん
９月 １〜 ８日生まれ＝３月13日(木)
９月 ９〜14日生まれ＝３月14日(金)
９月15〜22日生まれ＝３月18日(火)
９月23〜30日生まれ＝３月19日(水)

　
太字の( )内はお子さんの対象です。
問い合わせ先の◎は、各地区の主任
児童委員さんの印です。
★あおぞらキッズ(就学前)
２月16日(日)10:00〜11:30、外旭川
児童センターで。先着10組。おひなさ
まを作ろう。
申込▶開催日の３日前までに◎斉藤さ
ん☎(868)5301
★とんとんクラブ(就学前)　
２月17日(月)10:00〜11:30、下北
手児童センターで。〝親子ビクス＂。
問▶◎伊藤さん☎090-6683-1727

★ふれあい
　ちびっ子ひろば･育児相談(就園前)　
２月27日(木)10:30〜11:30、御所
野交流センターで。春はもうすぐ！ 
ひなまつり。
問▶同センター☎(826)0671
★やさしい日

に
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育
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★ゆめの樹保育園(山王)の園開放(０〜２歳)
２月19日(水)10:00〜11:00。
申込▶☎(827)6810
★日新保育園(新屋町)の園開放(就学前)
２月20日(木)9:45〜11:00。
申込▶☎(828)3211

｢※｣印＝各市民SC内の施設が会場です。申込時にご確認ください

　　＝要申込の催しで、申込開始日です申親 子 で 遊 ぼ う ！
催し(お子さんの対象) 内　容　／　定　員 日　時会　　場

育児講座
(２か月〜就学前)

子どもの目の発達につい
てのお話／先着12組

２/20(木)10:30〜11:15
申 ２/12(水) 9:00〜 

河辺子育て交流ひろば☎(882)5146

雄和子育て交流ひろば

☎(886)5530

東部子育て交流ひろば

☎(853)1082

北部子育て交流ひろば

☎(893)5985

おはなしはっぴぃタイム(就学前) 季節の歌や手遊び、絵本を楽しもう ２/19(水)10:30〜10:45

西部子育て交流ひろば☎(826)9007

フォンテ文庫
☎(893)6167

おもちゃのチャチャチャ工作(就学前) プラバンでキーホルダー作り／先着７組 ３/18(火)10:30〜10:50

親子で楽しむわらべうた(０〜３歳) ２/25(火)11:00〜11:30絵本の読み聞かせも

申 ２/25(火) 9:00〜

子育て交流室
(子育て相談支援課)

☎(887)5340
子育て交流室

南部子育て交流ひろば

☎(838)1216
南部子育て

乳幼児健康診査

４･７･10か月児健診

１歳６か月･３歳

♪地域で育児♪

おはなし会(就学前) 絵本の読み聞かせ ２/18(火)10:30〜11:00 

ぴよぴよ広場
(２〜６か月)

カラフルな布で遊ぼう
／先着25組

２/27(木)10:30〜11:15
２/19(水) 9:00〜 申

ぱるぱるルーム(就学前) パネルシアターで楽しもう！ ２/13(木)10:30〜10:50

ぱるぱる工作(就学前)※ わなげを作って遊ぼう／先着14組 ２/18(火)10:30〜10:50 申 ２/10(月) 9:00〜

２/20(木)10:30〜10:45おはなしの部屋(就学前) 手遊びや絵本の読み聞かせ

おはなしるーむ(就学前) 絵本の読み聞かせや手遊び ２/19(水)10:15〜10:30

ぽかぽか工作(就学前)※ おひなさまを作ろう ２/19(水)10:30〜11:00 申 ２/10(月) 9:00〜

おはなしタイム(就学前) 絵本や紙芝居などの読み聞かせ ２/12(水)10:30〜11:00

２/13(木)10:30〜11:00はかってみようday(就学前) 身長と体重を測ります

とっところん(０〜３歳) 冬の歌やふれあい遊びを楽しもう♪ ２/18(火)10:30〜10:50

ぐんぐん〜身体測定〜(就学前) 記録カードもあるよ／当日先着10組 ２/19(水) 9:30〜11:30

パンダのえほん修理屋さん(どなたでも) 破損した絵本の修理 ２/15(土)10:30〜12:00

作ってあそぼう工作会(２歳〜小２) 動物カスタネット作り ２/15(土)11:30〜12:00

産前産後クラス



会場▶南部市民SC２階和室
先着▶15組　
申込▶２月18日(火)9:00か
ら右記コードを読み込んで
問▶南部子育て交流ひろば

☎(838)1216

ママ同士のおしゃべりで情報
交換♪
対象▶生後２か月〜１歳の誕
生日前までのお子さんと母親
日時▶３月４日(火)10:00〜11:00
会場▶北部市民SC２階和室１
先着▶10組
申込▶２月19日(水)9:30か
ら右記コードを読み込んで
問▶北部子育て交流ひろば

☎(893)5985

フォトフレームを作ります。写真を
お持ちください。
対象▶就学前のお子さんの保護者(お
子さんもご一緒に)、初めてパパ･マ
マになるかた
日時▶３月４日(火)10:30〜11:30
会場▶雄和子育て交流ひろば
先着▶５組　
申込▶２月10日(月)9:00から雄和子育
て交流ひろば☎(886)5530

妊娠中の食事やお口の衛生
についての講話、塩味テス
ト、個別相談など。
対象▶妊娠35週ころまでの
妊婦さんとそのご家族　
日時▶３月11日(火)10:00〜11:30　
会場▶市保健センター(八橋)　
先着▶15組　
申込▶３月10日(月)まで右記
コードを読み込んで
問▶子ども健康課☎(883)1174

平日勤務などで、八橋の市保健所内
にある｢ネウボラ｣に来所が難しい妊
婦さんのため、土曜窓口を開設して

います。
対象の妊婦さん▶妊娠届を提出するか
た、ネウボラ以外で妊娠届を提出し
たかた、転入されたかた(ネウボラで
の面談がまだのかた)
日時▶２月22日(土)9:00〜12:00
申込▶子ども健康課☎(883)1175

保健師、栄養士、歯科衛生士による
個別相談。
対象▶乳幼児のお子さんと保護者
日時▶２月27日(木)9:00〜12:00
会場▶市保健所(八橋)
先着▶３組
申込▶子ども健康課☎(883)1174
＊電話相談は随時行っています。

◆歯ッピーバースデイ
歯みがきレッスン、歯科衛生
士や栄養士によるお話など。
対象▶生後10か月〜１歳１か
月ころのお子さん　
日時▶３月10日(月)10:00〜11:30
会場▶市保健センター(八橋)　
定員(抽選)▶15組　
申込▶２月10日(月)から26
日(水)まで右記コードを読
み込んで
問▶子ども健康課☎(883)1174
◆２歳児歯科健診
受診期間▶２歳になった日から２歳６
か月になる月の末日まで。なるべく２
歳２か月になるまでに受けてください
受診場所▶協力歯科医療機関。２歳児
歯科健診受診券と一緒に送付してい
る協力医療機関名簿または市ホーム
ページをご覧ください

(広報ID番号 1011810)
問▶子ども健康課☎(883)1174
◆歯の質を強くするフッ化物塗布
歯科医院で、無料で１回フッ化物を
塗ってもらえる塗布受診券を交付し
ています。対象期間内で、転入など
により塗布受診券をお持ちでないか
たはご連絡ください。
対象と受けられる期間▶１歳･３歳･４
歳･５歳＝それぞれの誕生日から６か

◆折り紙であおむしを作ろう！　
対象▶就学前のお子さんと保護者
日時▶２月13日(木)10:30〜11:30
会場▶河辺子育て交流ひろば
問▶河辺子育て交流ひろば

☎(882)5146
◆親子でチャイルドヨガ♪

対象▶生後８〜12か月の
お子さんと保護者
日時▶２月27日(木)10:00
〜11:00

会場▶中央市民SC和室(市役所３階)
先着▶15組
申込▶２月18日(火)9:00か
ら右記コードを読み込んで
問▶中央子育て交流ひろば

☎(888)5652

母子保健サービスの紹介や助産師の
講話、赤ちゃんのお風呂の入れ方(デ
モンストレーション)を学びます。
対象▶開催日に妊娠24〜35週の妊婦
さんとパートナー　
日時▶２月22日(土)13:00〜16:00
会場▶市保健センター(八橋)
定員(抽選)▶36組
申込▶２月８日(土)から14日
(金)まで右記コードを読み
込んで　
問▶子ども健康課☎(883)1175

助産師を囲んで一緒にお
しゃべり♪
対象▶産後６か月ころまで
の母親(お子さんもご一緒に)　
日時▶２月26日(水)10:00〜11:00　
会場▶市保健センター(八橋)
先着▶10組
申込▶２月10日(月)8:30から子ども健
康課☎(883)1175

対象▶生後３〜６か月のお子さんと保
護者
日時▶２月26日(水)10:30〜11:20

11　広報あきた　2025年２月７日号

笑顔がいいね

♥
♥

♥ 育児 
 コーナー！

▶料金の記載がないものは無料　▶申込方法がないものは直接会場へ　▶文中｢SC｣はサービスセンターの略

▶子育て交流ひろばの場所…中央＝市役所２階、東部･南部･河辺･雄和＝各市民SC１階、西部･北部＝各市民SC２階　

▶子育て交流室(子育て相談支援課)＝アルヴェ５階　▶子ども広場およびフォンテ文庫＝フォンテAKITA６階

子育て交流ひろばの育児講座

＊10･11㌻の催しは、中止･変更になる場合があります。
＊会場では、感染予防対策にご協力をお願いします。

中央子育て 北部子育て

南部子育て

ママのおしゃべりタイム

ネウボラ土曜窓口妊娠届

産後のママトーク

パパママのくつろぎタイム

ベビーマッサージ

両親学級

両親学級

育児相談

プレママのすこやか食べルーム

お子さんの歯大切に

歯ッピーバースデイ

食べルーム
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◆会場は文化創造館ほか

　地酒、地ビール、発酵食、地元
グルメ、伝統文化まで、冬の秋田
をおいしく楽しもう！ 
詳しくは右記コードか
らご覧ください。

　｢SAKEと発酵市 in 秋田市｣が
１月18日、文化創造館で開催
されました！

＊
20
歳
未
満
の
飲
酒
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

｢

か
け
て
、
た
し
て
、
ひ
い
て
、
わ
っ
て｣

の
ポ
ス
タ
ー

問▶観光振興課☎(888)5602

秋田公立美術大学卒業･修了展2025

▶県立美術館１階県民ギャラリー
▶にぎわい交流館　▶文化創造館
▶秋田公立美術大学サテライト
センター(フォンテAKITA６階)

会
場

問▶秋田公立美術大学学生課☎(888)8105

問▶千秋美術館☎(836)7860

平福穂庵｢乳
にゅう

虎
こ

｣ 1890年 千秋美術館蔵

美
術
の
扉 

千
秋
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

【３期】
日本画

企画展

　同館のコレクションから日本画を紹介します。
おもな作者は伊藤若

じゃく

冲
ちゅう

、寺崎廣業、平福穂
す い

庵
あ ん

･百
ひゃく

穂
す い

、谷 文
ぶ ん

晁
ちょう

ほか。ぜひご覧ください。

500円(400円)、大学生300円(240円)、
高校生以下無料
＊( )内は20人以上の団体割引、県立美術館との相

互割引料金。また、障害者手帳をお持ちのかたと
その介護者１人は無料です。

観
覧
料

＊展示替えのため２月10日(月)から14日(金)まで臨
時休館します。１階ロビーは利用できます。

日
時

２２月月1515日日(土)(土)からから３３月月1616日日(日)(日)までまで

　当館学芸員がお話します。受講無料。

日時▶３月１日(土)14:00〜15:00
会場▶千秋美術館３階講堂　先着▶50人
申込▶２月12日(水)9:30から電話で同館へ

美術講座｢千秋美術館日本画の名品｣

２月13日(木)から17日(月)まで
 10:00〜18:00日

時 ▶13日は13:00から
▶17日は17:00(入場は16:30)まで

◆観覧無料 ◆直接会場へ

カンパイ!カンパイ!

県
内
全
蔵
の

県
内
全
蔵
の

地
酒
が
ズ
ラ
リ

地
酒
が
ズ
ラ
リ

SAKEと発酵市

大
に
ぎ
わ
い
！

大
に
ぎ
わ
い
！

　｢SAKEと発酵市 in 秋田市｣は

２２月月８８日日(土)(土)も開催！

冬冬ののほっとトピックス
♪ほっとトピックス♪

あったかくてあったかくて
おいしいね♪おいしいね♪

秋
田
か
や
き
祭
り
も

秋
田
か
や
き
祭
り
も

同
時
開
催
！

同
時
開
催
！
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チケット販売開始は、①②が２月10日(月)、③④
が２月17日(月)の各日10:00から。
AL☆VEシアター店頭または右記コー
ドを読み込んでインターネットからご
購入いただけます
＊前売券完売の場合、当日券の販売はありません。

先
着
各

127
人

１
作
品

500
円

上
映
日
と
作
品
名

チ
ケ
ッ
ト
販
売

上映時間はいずれも18:30から

①２月19日(水)▶PERFECT DAYS
②２月20日(木)▶誰も知らない
③２月26日(水)▶トップガン マーヴェリック(字幕版)

④２月27日(木)▶ラ･ラ･ランド(字幕版)

ア
ル
ヴ
ェ
開
館
20
周
年
記
念

プ
レ
ミ
ア
ム
映
画
祭

村
上
さ
ん

問▶生活総務課☎(888)5650

　｢現代美術はどうして分
かりづらいの？｣｢美大生は
女性が多いのに女性作家が少ないのはなぜ？｣。アー
トを通して日常に潜む性別による差別を一緒に考えま
す。講師は秋田公立美術大学助教の村上由鶴さん。

２月10日(月)12:00から電話またはEメールで、
氏名、電話番号、年代を生活総務課へ
Eメール danjyo@city.akita.lg.jp

文化創造館２階
スタジオＢ

会
場

３月16日(日)
 10:30〜12:00

日
時

申
し
込
み

ⒸYuka Uesawa

ポ
ス
タ
ー

はだしのこころ
インスタグラム

第９回あきたアート

にぎわい交流館３階
多目的ホール

会
場

問▶NPO法人アートリンクうちのあかり☎(838)4711

　県内在住の障がいの
あるかたなどによる、
秋田での暮らしの中か
ら生まれたアート作品
を、すべての人で分かち合う展覧会で
す。23日(日)はトークイベントやライブ
パフォーマンスも(要申込)。詳しくは右
記コードからご覧ください。

２月21日(金)から

26日(水)まで
 11:00〜18:00

日
時

▶23日は19:00まで
▶26日は16:00まで

観覧
無料

直接
会場へ

問▶秋田市民交流プラザ管理室☎(887)5310 問▶秋田シネマ&エンターテイメント☎(884)7450

◆会場はアルヴェ２階AL☆VEシアター

アルヴェアルヴェ
dede
ミッケミッケ

２月22日(土)･23日(日)
▶22日は11:00〜16:00
▶23日は10:00〜15:00

日
時

入場
無料

直接
会場へ

◆会場は
　アルヴェ１階きらめき広場

い
い
も
の
い
い
出
会
い
を

ア
ル
ヴ
ェ
で
ミ
ッ
ケ
♪

　市内外のクラフト作家が手づ
くりのオリジナリティあふれる
作品を展示販売します。パンや
スイーツなどのフードブースも！ 
詳しくは右記コードを
読み込んでご覧くだ
さい。

Ⓒ2004ｰ2007『誰も知らない』製作委員会

映画祭

アルヴェdeミッケ

先着
40人

参加費500円
(1ドリンク付)
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会場 秋田銀行御所野ニュータウン支店

　地蔵田遺跡の復元整備や活用事業、弥生っ
こ村民会の活動をパネルで紹介します。

問い合わせ▶文化振興課☎(888)5607

旧秋田藩主佐竹氏別邸
(如斯亭)庭園

会場

310円(高校生以下無料)入園料

　江戸後期から明治時代にかけて活
躍した人形師｢桃

と う

柳
りゅう

軒
け ん

玉
ぎょく

山
ざ ん

｣のひな人
形などを展示･公開します。

問い合わせ▶佐竹史料館☎(863)0770

２月８日(土)▶３月16日(日)日時
9:30〜16:00

地蔵田遺跡パネル展

弥生っこ村へ行こう！
２月18日(火)▶３月３日(月)

会期 9:00〜15:00(日曜10:00〜16:00)

　平成27年から実施していた保存修理工事が完了した天徳寺本
堂(上の写真)ほか２棟を公開します。

申し込み▶往復はがき(１枚で２人まで)に、住所、氏名、年齢、
人数、希望時間、電話番号、Eメールアドレスを明記し、２月
21日(金)(消印有効)まで、〒010-0812 泉三嶽根10-1 天徳寺

問い合わせ▶天徳寺☎(868)1700(10:00～15:00)

３月15日(土)日時
①13:00〜13:25
②14:00〜14:25
③15:00〜15:25

小学生以上(中学生以下は保護者同伴)対象

　約50年前の秋田市の生活や文化を振り返り、未来に価値を遺
したい｢文化財の種｣を探します。保存するためにできること･
必要なことは何かを語り合いませんか。国際教養大学准教授の
椙
す ぎ も と

本歩美さんによる講演と約50年前の映像上映も。

申し込み▶２月10日(月)8:30から、右記コードを読
み込むか電話で文化振興課へ。☎(888)5607

３月８日(土)日時 13:00〜15:15

｢文化財｢文化財のの種｣種｣をを探探そう！そう！
未来に遺したい半世紀前のモノ･コト未来に遺したい半世紀前のモノ･コト

を語り合うワークショッを語り合うワークショッププ

旧松倉家住宅会場

文化財の種

日時 ２２月月1515日日(土)(土)13:30〜14:3013:30〜14:30

　秋田県出身の作曲家・成田為三の楽
曲などを、トリオドルチェ(ヴァイオリ
ン、フルート･歌、ピアノ)が演奏しま
す♪ 鑑賞無料。直接会場へどうぞ。

問い合わせ▶人口減少･移住定住対策課
☎(888)5487

会場 釈迦堂光明寺(旭北寺町１-21)

お寺コンサートお寺コンサート
〜音楽で紡

つ む

ぐ〜釈迦堂光明寺でのひととき

秋田市地域おこし協力隊企画！

定員(抽選)定員(抽選)
各20人各20人

参加無料参加無料

天徳寺天徳寺

参加無料参加無料

椙
本
さ
ん

じ ょじ ょ しし て いて い

(土曜は閉店日)

観覧観覧
無料無料

重要文化財重要文化財

一般公開一般公開

　天徳寺は秋田藩主佐竹氏の菩提寺で、佐竹氏の国替え
の際、常陸国(茨城県)から久保田城下南郊の楢山村に移
されました。その後、火事に遭い現在地に移転しました
が、再び火事が起こり、貞享４(1687)年に現在の本堂
を再建しました。それ以来300年以上もの間、江戸時
代の貴重な建造物として大切に守られてきました。

memo

＊境内では引き続き、防災工事を実施します。すべての工事完了
は令和９年の予定です。
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60歳以上のかた　対象

はがきに住所、氏名(ふり
がな)、性別、生年月日、
電話番号を書いて２月28
日(金)まで各宛先へ

申し
込み

　いずれも４月開講です。会
員同士で親睦を深め、社会･
文化･自然･健康などについて
学びます。
問い合わせ▶中央市民サービス
センター(SC)☎(888)5654

高齢者大学･学級高齢者大学･学級でで
一緒に学びませんか！一緒に学びませんか！

①秋田おもと高齢者大学
　日時▶毎月第１･３火曜、

13:30〜15:00
　会場▶中央市民SC(市役所内)
　年会費▶3,000円
　入会金▶1,000円
　宛先▶〒010-0914 保戸野千

代田町９-13 三浦 栄さん宛

②秋田市中央高齢者大学
　日時▶毎月第２水曜、

　10:00〜11:30
　会場▶中央市民SC(市役所内)
　年会費▶3,000円　
　宛先▶〒010-0831 旭川清澄

町８-19 武藤京子さん宛

③泉地区高齢者学級
　日時▶毎月第２火曜、

　10:00〜11:30
　会場▶泉地区コミュニティセ

ンター
　年会費▶1,000円　
　宛先▶〒010-0917 泉中央四

丁目23-８ 遠藤欽一さん宛

　リフトの運行状況など詳しくは、ホームページをご覧
ください。http://www.theboon.net/opas/

問い合わせ▶オーパス☎(827)2221

★初心者向け！ スキー＆スノーボードワンポイントレッスン
　対象は小学生。用具の着脱や歩き方、簡単な滑走など。当日先着20人。
　日時▶２月９日(日)･23日(日)、9:00〜9:30

★２月16日(日)はスキーこどもの日！
　小学生以下のお子さんのリフト１日券、通常の半額785円に！

太平山スキー場オーパスに行こう！太平山スキー場オーパスに行こう！

　沖縄の砂の観察や実験を通して、星砂のでき方や太陽系
の惑星の大気について学びます。星砂で星座絵を作ろう！
申し込み▶２月11日(火)から16日(日)まで、右上のコードを読み込んで
問い合わせ▶自然科学学習館☎(887)5330

２月22日(土)日時
10:00〜11:30、13:00〜14:30

小･中学生(小３以下は保護者同伴)対象

自然科学学習館会場

新屋ガラス工房会場

　秋田市工芸振興協議会の作家のみなさん
による、春をイメージした作品が集結！

問い合わせ▶産業企画課☎(888)5724

２月14日(金)▶17日(月)
10:00〜16:00日時

(初日は13:00から、最終日は12:00まで)

★毎週日曜は、ナイターレディースデー！
　16:00以降女性利用者のリフト４時間券、通常1,885円が940円、シル
バー(60歳以上)1,410円が705円に！

観 覧 無 料

コズミック

参加無料参加無料
定員(抽選)各20人定員(抽選)各20人

演奏▶吉田 正記念オーケストラ
　前売販売など、詳しくはホームページをご覧く
ださい。https://akiat.jp/events/10353/

問い合わせ▶ミルハス☎(838)5822

気気が出る！元元
オーケストラコンサート

○● 宝くじ文化公演 ●○

会場 ミルハス大ホール

日時 ３月29日(土)
14:00〜

＊宝くじ助成により、特別料金になっています。
＊就学前のお子さんは入場できません。

入場料
1,500円(当日2,000円)
高校生以下1,000円(当日1,500円)

ほ し ず な



10人募集します。活動されるかた
は、４月から行う延べ100時間の
研修を受けていただきます。
申込▶締め切りは２月28日(金)。
応募資格や選考方法など、詳し
くは、(公社)秋田被害者支援セン
ターへお問い合わせください。

☎(893)5935

◆病気の子どもみんなで支える
ファミリーcafe

患者会の代表３人による子育て
体験トーク(10:00〜)とグルー
プトーク(10:40〜)。親子参加も
可。託児あり(先着５人、要申込)。
対象▶病児の保護者
日時▶２月９日(日)10:00〜12:00
会場▶県心身障害者総合福祉セン
ター３階会議室Ｂ(旭北)
申込▶右記コードを読み
込 ん で 専 用 の 申 し 込 み
フォームから
問▶(一社)全国心臓病の子どもを
守る会秋田県支部代表の滝波さん

☎090-6683-1404
◆ふくしのしごと総合フェア in 秋田
事業所との個別面談や、求職相
談など。対象▶求職中のかたや学
生、福祉や介護、保育の仕事に興
味があるかた
日時▶３月１日(土)13:00〜
15:00　会場▶ホテルメト
ロポリタン秋田３階グランデ　
申込▶２月26日(水)まで右上のコー
ドを読み込むか電話で秋田県社会
福祉協議会☎(864)2880

会場は市立病院５階
講堂。問▶医事課

☎0570-01-4171
◆糖尿病教室
医師や管理栄養士、薬剤師による
糖尿病と眼の関係や食事療法、薬
物療法などの話。

日時▶２月18日(火)13:30〜15:00
◆腎不全教室
腎不全が進行したらどんな症状が
出るのか、透析が近いと言われた
らどのような治療があるのか、血
液透析、腹膜透析、腎移植につい
て泌尿器科医師が説明します。
日時▶２月18日(火)15:30〜16:00

講師は、日本レクリエー
ション協会公認インスト
ラクター。軽い体操や
ゲーム、脳のトレーニン
グなど、健康で生き生き過ごすヒ
ントを楽しみながら学びます。
対象▶おおむね65歳以上
日時▶２月26日(水)10:00〜11:30
会場▶南部市民SC別館洋室
定員▶20人
申込▶２月10日(月)9:00から南部
市民SC別館☎(853)5735

◆人生会議(アドバンス･ケア･プ
ランニング)の資料を展示します
｢最期までわたしらしく生きるた
めに｣がテーマ。
会期▶３月23日(日)まで
会場▶きららとしょかん土崎図書館
問▶秋田市在宅医療･介護連携セン
ター☎(827)3636
＊人生会議…残された人生をどの

ように過ごしたいのかなど、家族
らと話し合う取り組みの愛称。

◆環境と健康の集い
講師は、秋田県立視覚支援学校
ロービジョン支援センター長の銭
谷 寿さん。中高年に多い眼の病
気や見えにくいことによる不便さ
を改善するポイントを学びます。
相染町演芸会が披露する民踊のア
トラクションも。
日時▶２月22日(土)13:30〜15:00
会場▶北部市民SC１階地域文化
ホール　先着▶100人
問▶土崎地区市民憲章推進協議会
環境保健部の佐々木さん

☎090-4313-9612

G
ガ ラ パ ゴ ス

ALAPAGOS代表の堀井さん
☎090-7794-0889

Ｅメール galapagosss.3821@gmail.com
◆傾聴サロン
お話をする機会の少ないかたの話
に親身に耳を傾けます。
日時▶２月25日(火)、10:10〜、
12:10〜　会場▶中央市民SC洋室
２･３(市役所３階)
先着▶各６人
問▶傾聴ボランティア秋田ダンボ
の会☎090ｰ1063ｰ6867

秋田西中学校グラウンドに隣接す
る西部地域運動広場の令和７年度
前期分(４〜７月)の団体利用申請
を受け付けます。
申込▶西部市民SC１階の西部地域
住民自治協議会窓口にある申請用
紙で、２月27日(木)までお申し込
みください　
問▶同協議会☎(828)4217

対象▶今春ハローワー
ク 秋 田 管 内 の 事 業 所
へ 就 職 す る 新 規 学 卒
者 　 日 時 ▶３ 月 2 6 日
(水)9:30〜11:30
会場▶イヤタカ(中通)
参加費▶2,500円　申込▶２月14
日(金)まで秋田雇用開発協会へ。
詳しくはホームページから。
https://akita-koyou.org/information/
問▶同協会☎(866)6677

障がいのあるかたと事業所(約18
社)との面接会。
日時▶２月19日(水)14:00〜16:00
会場▶アトリオン地下１階多目的
ホール　申込▶ハローワーク秋田
専門支援部門☎(864)4111

犯罪や交通事故の被害者、ご遺
族などへ、電話相談などで精神的
支援を行うボランティア支援員を

＊情報チャンネルaに掲載した市関連以外の事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容
は、主催者に事前によくご確認ください。生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。 市外局番＝☎018

みんなの掲示板④

16

↑

↑

西部地域運動広場の団体利用申請

新入社員合同入社式

みんなの掲示板③ 市民講座｢健康講座〜心も体もすこやかに｣

健　康
　　　市立病院の教室

障がい者(きらめき)企業説明会･就職面談会

ボランティア支援活動員を募集

ファミリーcafe

ふくしのしごと



▶料金の記載がないものは無料です　▶申込方法がないものは直接会場へ

保存期間が過ぎた図書
館の雑誌を差し上げま
す。雑誌を入れる袋を
お持ちください。
日時▶３月８日(土)9:10〜11:00　
会場▶きららとしょかん明徳館２
階読書学習室
定員(時間ごと)▶9:10〜9:55は
120人(抽選券が必要、要申込)で
１人６冊まで。10:00〜11:00
は当日先着順で冊数無制限
抽選券配布▶２月19日(水)から26日
(水)まで同館１階カウンターで。抽
選結果は館内に掲示するほか、市
ホームページでお知らせします。
広報ID番号 1013138
問▶明徳館☎(832)9220

少年の悩みや心配事について。ア
ルヴェ５階の市少年指導センター
では来所相談にも応じます。
日時▶平日9:00〜12:00､13:00
〜16:00(月曜は10:00から)
相談電話▶(884)3868

差別やいじめなどでお
困りのかたは｢みんなの
人権110番｣へご相談

ください。☎0570-003-110
(平日8:30〜17:15)

◆次のかたが、１月１日付けで法
務大臣から人権擁護委員に委嘱さ
れました　再任▶石塚小枝子さん
問▶総務課☎(888)5423

◆KHJ秋田ばっけの会の催し
問▶KHJ秋田ばっけの会事務局

☎090-9539-2365
①ひきこもりのかたとそのご家族
が対象の集い
日時▶２月８日(土)13:30〜15:30
会場▶中央市民SC洋室２･３(市役
所３階)
②つなぐ･つながる｢居場所｣ in あ
きた　アート＆トーク、傾聴･相
談、情報交換など。
日時▶２月23日(日)12:30〜15:30
会場▶中央市民SC洋室４(市役所
３階)
◆空き家･相続･家じまい相談会
土地･建物の購入や売却、空き家
や土地の相続など。
日時▶２月12日(水)10:00〜12:00
会場▶中央市民SC洋室３(市役所
３階)　申込▶あきた不動産事業協
同組合☎(827)5461
◆死別の苦しみ･悲しみを語る集
い｢遺族の集い｣　愛するご家族や
大切なかたを亡くされたかたたち
が集い、心の痛みを語り合う会。
日時▶２月15日(土)13:00〜15:00
…個人ケア(要予約)は14:00まで

会場▶県社会福祉会館(旭北)
参加費▶300円　問▶遺族の集い

☎090ｰ3207ｰ8706
◆マンション管理の相談会
日時▶２月16日(日)10:00〜12:00
会場▶中央市民SC洋室６(市役所
２階)　申込▶２月13日(木)まで
秋田県マンション管理士会の瀬川
さん☎080-8863-3858
◆精神障がい者家族相談
日時▶２月21日(金)10:00〜15:00
会場▶市老人福祉センター２階(八
橋)　問▶NPO法人秋田けやき会

☎(867)1650
◆難病ふれあい相談会
大曲厚生医療センター医師の鎌田
幸子さんによる相談会や日本ALS
協会秋田県支部の鈴木光子さんに
よる講話･相談など。日時▶２月22
日(土)13:30〜15:30　会場▶県心
身障害者総合福祉センター３階(旭
北)　申込▶電話かFAX、Eメール
で２月19日(水)までNPO法人秋田
県難病団体連絡協議会事務局へ。
☎(823)6233･FAX(824)4627
Eメール akinanren@apost.plala.or.jp
◆発達障がいゆるりお話会

｢人付き合いについて｣　
対象▶発達障がいのかた、発達障
がいに関心のあるかた
日時▶２月23日(日)14:00〜16:00
会場▶にぎわい交流館４階研修室
５　参加費▶100円　定員▶10人　
申込▶２月21日(金)まで電話かE
メールで、発達凸凹当事者研究会

情報情報チャンネルaチャンネルa

案　内

悩まずにご相談ください

16･17㌻に掲載した内容は、中止･変更になる場合があります。　広報あきた　2025年２月７日号17

随

エフエム秋田｢秋田市マンデー555｣ 　17:55〜

ABS｢秋田市今週のいちネタ｣ 　10:25〜
ラジオ
番組

ABS｢わがまち大好き秋田市長です｣
２/16 11:40〜11:55

テレビ
15分番組

広報広聴課
☎(888)5471

秋田市公式
ユーチューブチャンネル

時配信

★
★
★

〈手話通訳放送〉 11:55〜
ABS｢こんにちは秋田市から｣ 11:40〜

15:45〜
AAB｢いきいき秋田市から｣ 15:45〜　

AKT｢こんばんは秋田市から｣ 　 22:54〜

テレビ
５分番組
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火

日
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　介護支援ボランティア、
明徳館ボランティアの会、国際教養大学の｢まめの
わプロジェクト｣を紹介します！

秋田市を支える秋田市を支える
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■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

人権擁護委員にご相談を

雑誌リサイクル

わかくさ相談電話



→

→

会場▶各団体の活動場所
申込▶電話かＥメールで希望日時、
会場を開催希望日の１か月以上前
までにデジタル化推進本部へお知
らせください。☎(888)5491
Ｅメール ro-hqdx@city.akita.lg.jp

パンづくりの基本工程を学びなが
ら、白神こだま酵母でフォカッ
チャを手ごねで作ります。
日時▶３月５日(水)10:00～14:00
会場▶西部市民SC２階調理室
材料費▶2,500円　先着▶７人
申込▶２月12日(水)9:00から西部
市民SC☎(828)4217

ホワイトデークッキーを作ろう。
対象▶小･中学生の親子
日時▶３月９日(日)9:30～12:00
会場▶河辺総合福祉交流センター
材料費▶１組1,600円　先着▶６組
申込▶２月10日(月)8:30から河辺
市民SC☎(882)5171

◆シングルマザーの居場所づくり
市地域づくり交付金事業。弁護士
の原田いづみさんが、｢『離婚後
の共同親権』～共同親権と子ども
の利益～｣をテーマに、民法改正
された共同親権の制度について解
説します。託児あり(要申込)。
対象▶シングルマザーのかたとそ
の支援者(女性)
日時▶２月９日(日)10:30～12:00
会場▶東部市民SC　先着▶20人
申込▶びーらぶ秋田

☎080-5625-0379
◆仁井田の歴史を紐解く講演会

｢仁井田塾｣
テーマは｢仁井田のあゆみ｣。仁井
田村と梅津氏、秋田の戊辰戦争
(文明開化と仁井田大根)について
の講演会。
日時▶２月16日(日)10:00～11:30
会場▶仁井田地区コミュニティセン
ター多目的ホール　定員▶100人

申込▶仁井田地区コミュニティセ
ンター管理運営委員会

☎(839)6399
◆成年後見支援スタッフセミナー
講義とグループワークで成年後見
の実務について理解を深めます。
日時▶２月22日(土)10:00～15:00
会場▶県社会福祉会館(旭北)
定員▶50人　申込▶２月21日(金)ま
で電話かEメールで秋田市手をつ
なぐ育成会の鈴木さん

☎090-2273-0560
Eメール tetsu-s@cna.ne.jp

◆はじめての相続手続き･遺言書
の書き方教室
講演会後、個別相談あり(１人15
分、当日先着３人)。対象▶中通地域
在住でご自身で来場が可能なかた
日時▶２月26日(水)14:00～16:00
会場▶中通地域包括支援センター
幸ザ･サロン(２階)　先着▶20人
申込▶２月21日(金)まで同センター

☎(827)3323
◆ファミリーエンジョイテニス
ミニラケットとスポンジボールを
使用したボール遊び。
対象▶３～６歳の就学前のお子
さんと保護者　日時▶３月16日
(日)10:00～12:00　会場▶県ス
ポーツ科学センター体育館(八橋)
参加費▶お子さんと保護者２人１
組500円　先着▶20組
申込▶３月２日(日)まで下記ホーム
ページから

https://akita-tennis.com/altf/
問▶日本女子テニス連盟秋田県支
部の佐藤さん

☎090-7661-5638

新鮮な魚介類、野菜、果物な
どをお求めいただけます。
日時▶２月15日(土)8:30～11:00　
会場▶卸売市場(外旭川)
問▶あきた市場マネジメント

☎(869)5294

｢曾根崎心中｣｢かぜのでんわ｣｢成瀬
は天下を取りにいく｣ほかの朗読。
幅広い世代が楽しめる内容です。
日時▶３月１日(土)13:30～15:30　
会場▶きららとしょかん土崎図書館
先着▶50人　
申込▶２月12日(水)10:00から電
話か直接同図書館カウンターへ。

☎(845)0572

三段以上、二段･初段、級位の各
クラスごとに対戦します。
日時▶３月14日(金)9:00～17:00
会場▶下新城交流センター
参加費▶500円　先着▶30人
申込▶２月10日(月)から20日(木)
までの平日に下新城交流センター
☎(873)4839(9:00～16:30)

◆ダンス市場
県芸術文化振興基金助成事業。
秋田市出身のダンサーによるパ
フォーマンスなど。
日時▶２月22日(土)＝13:00～、
17:00～、23日(日)＝11:00～、
15:00～　会場▶文化創造館
入場料▶１公演3,000円(保護者同
伴に限り小学生以下は1,000円)、
通し４公演10,000円
申込▶２月20日(木)17:00
まで、右記コードを読み込
むか電話で秋田県芸術舞踊協会の
川村さん☎090ｰ4636ｰ2684
◆いけばな体験交流会
市地域づくり交付金事業。おひな
さま用のいけばなを制作します。
対象▶小学生
日時▶２月23日(日)10:00～12:00
会場▶中央市民SC洋室２･３(市役
所３階)　参加費▶500円
定員▶16人　申込▶２月19日(水)ま
で電話かEメールでNPO秋田はな
もも倶楽部の今野さん

☎090ｰ8618ｰ2824
Eメール torataro199409@gmail.com

＊情報チャンネルaに掲載した市関連以外の事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容
は、主催者に事前によくご確認ください。生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。 市外局番＝☎018

みんなの掲示板①
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親子でチャレンジ！

市民講座｢手づくりパン教室｣

春季囲碁大会

みんなの掲示板②

ダンス市場

朗読ボランティアはまなす｢朗読のつどい｣

催　し　
　　卸売市場開放デー



会場は上新城のさとぴあ(①は重
松の家)。申し込みは、①が２月
11日(火)、②③が２月13日(木)、
④⑤が２月18日(火)までさとぴあ
へ。☎(893)3412

(10:00〜18:00)
①雪の下キャベツ収穫と味噌たん
ぽづくり体験(昼食付)　
日時▶２月16日(日)10:00〜12:30
参加費 ▶1,200円(小学生以下
1,000円)　定員(抽選)▶15人
②有機こんにゃくと田楽味噌づくり　
４丁分の持ち帰りあり。
日時▶２月21日(金)13:00〜16:00
参加費▶1,500円
定員(抽選)▶10人　
③発酵料理講座｢塩麹

こうじ

･甘酒づくり
と料理体験｣　試食あり。
日時▶２月23日(日)10:00〜13:00
参加費▶1,500円
定員(抽選)▶12人
④シニア料理講座｢満足度の高い減
塩料理｣　旨みや香りで減塩できる
料理を３品ほど作り試食します。
日時▶２月27日(木)10:00〜13:00　
参加費▶1,300円
定員(抽選)▶15人
⑤多肉植物の寄せ植え体験　
日時▶２月28日(金)10:00〜12:00
参加費▶2,000円　
定員(抽選)▶15人

猫の年齢や健康状態に応
じたフードの選び方や食
べ飽き、食べむらへの対
策などを学びます。　
日時▶２月22日(土)10:00〜11:30
会場▶市保健所１階中会議室(八橋)

定員(抽選)▶25人　申込▶２月10
日(月)から17日(月)まで電話かE
メールで、参加人数と代表者の氏
名、住所、電話番号を衛生検査課
へお知らせください。

☎(883)1182
Eメール ro-hlex@city.akita.lg.jp

ガパオライスやタイ風春雨サラダ
などを作ります。
対象▶市内に在住または通勤･通学
している中学生以上　
日時▶２月22日(土)10:00〜13:00
会場▶中央市民SC調理室(市役所
３階)　材料費▶1,000円　先着▶
12人　申込▶２月10日(月)8:30
から(10日は39歳以下のみ受け付
け)生涯学習室☎(888)5810

春らしさをモチーフに梅の花の巻
き寿司などを作ります。
日時▶３月１日(土)10:00〜13:00　
会場▶東部市民SC２階調理室　
材料費▶1,000円　先着▶12人　
申込▶２月12日(水)9:00から東部
市民SC☎(853)1389

｢編み物は世界をすくう！｣をテー
マに、“コーヒー＆ニットI

アイビー

VY”
の高畑美幸さんにお話を伺い、グ
ループディスカッションなどで交
流を図ります。
日時▶３月１日(土)14:00〜15:30　
会場▶市民交流サロン(アル
ヴェ３階)　先着▶20人　
申込▶２月８日(土)9:00か
ら右のコードを読み込むか電話で
市民交流サロン☎(887)5312

｢あなたの『やってみたい』を行

動に！｣をテーマに、働きながら
市民活動を行っているゲストの活
動紹介やフリートークなど。
日時▶３月２日(日)13:30〜15:00　
会場▶市民交流サロン(アルヴェ３
階)　定員(抽選)▶20人　
申込▶右のコードを読み
込むか電話で市民交流
サロン☎(887)5312

ボードゲームやカード
ゲームなどを楽しもう！
対象▶４歳〜小学２年生
のお子さんと保護者
日時▶３月２日(日)10:00〜11:30
会場▶中央市民SC和室１･２･３
(市役所３階)　先着▶８組
申込▶２月10日(月)8:30から生涯
学習室☎(888)5810

講師は、世界60数か国を旅し、
作家･開高 健の南北両アメリカ大
陸縦断にも同行した写真家の佐竹
南風さん。写真を見ながら思い出
などを伺います。
対象▶中学生以上　日時▶３月２日
(日)13:30〜15:00　会場▶河辺総
合福祉交流センター　先着▶50人　
申込▶２月８日(土)10:00から電話
か直接きららとしょかん明徳館河
辺分館カウンターへ。

☎(881)1202(休館日を除く)

町内会やサークルなどの
各種団体の会議などに無
料で講師を派遣します。スマート
フォンの便利な機能に加え、実際
の詐欺事例などを交えたスマホの
安全な使い方などを説明します。
日時▶平日の10:00〜16:00(60
〜90分程度)
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▶料金の記載がないものは無料です　▶申込方法がないものは直接会場へ

表紙の
はなし

情報情報チャンネルaチャンネルa

さとぴあの農山村体験講座
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市民講座｢春を迎える飾り巻き寿司｣

青少年教室｢エスニックなワンプレートランチ｣

市民文化講座｢佐竹南風氏講演会｣

家庭教育講座｢親子で楽しむアナログゲーム｣

18･19㌻に掲載した内容は、中止･変更になる場合があります。

■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

講　座

猫の飼い方教室

S
し る

ilu-M
み る

ilu-B
ば る

ar

Silu-Milu-Bar

｢働きながらNPO｣講座

働きながらNPO

スマホの便利な機能と安全な使い方

　階段を降りればそこは、学生などの作品展示、飲食店、占いなど多彩なブースが並ぶ｢まちのえ
き｣。クリエーティブな作品が並び、見ているだけでワクワクします。表紙の写真は出展者のみな
さん。企画を監修した西原 珉さん(文化創造館館長)も一緒にポーズ♪ 新しい秋田を見にきてね♡
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１月12日、CNAアリーナ★あきたで ｢二十歳のつどい｣ を開催しました！ 
新成人となった対象者は2,518人で、当日は1,770人が参列しましたハ タ チ祝

おめでとー！

再会に笑顔満開
!

運営協力委員長あいさつ

未来へはばたけ
秋田のハタチ！




